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《
団
員
の
年
齢
構
成
》

町
の
消
防
団
員
は
、
条
例
に
お
い
て
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
、
18
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

現
在
、八
百
津
町
消
防
団
は
、主
に
30
代（
全
体
の
45
％
）

40
代（
24
％
）20
代（
17
％
）の
会
社
員
や
自
営
業
の
方
々
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、平
均
年
齢
は
38
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
消
防
団
平
均
年
齢
の
39
・
９
歳
と
比
較
す
る
と
、

比
較
的
若
い
方
が
多
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
10
代
か
ら

20
代
前
半
の
若
者
の
新
規
入
団
は
年
々
減
少
し
、
団
員
の

平
均
年
齢
も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
、
核
家
族
化
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
か
ら
、
消
防
団
員
の
確
保
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
八
百
津
町
外
の
出
身
で
す
。

平
成
22
年
の
大
雨
に
よ
る
災
害
を
目
の
当
た
り
に

し
、
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
と
い
う
思

い
で
消
防
団
に
入
り
ま
し
た
。

30
歳
で
の
入
団
だ
っ
た
の
で
、
正
直
に

言
え
ば
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
地
域
の
同

年
代
の
仲
間
が
で
き
、
地
域
に
根
付
い
た
暮
ら
し
が

送
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
現
役
団
員
・
30
代
）

《
入
団
す
る
こ
と
の
意
義
》

消
防
団
の
使
命
は
、
有
事
の
際
に
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
消
火
活
動
、
防
火
・
啓
発

活
動
、
救
助
活
動
、
水
防
活
動
な
ど
を
と
お
し
て
、
日
々

訓
練
を
重
ね
、
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
消
防
団
は
第
一
線
で

活
躍
す
る
地
域
防
災
の
要
で
す
。

消
防
団
に
入
団
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
に
関
す
る
知

識
や
、
技
術
が
身
に
つ
く
と
同
時
に
、
他
の
団
員
と
の
つ

な
が
り
が
で
き
、
自
分
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
り

ま
す
。

八
百
津
町
の
消
防
団
員
は
、
幅
広
い
年
代
の
方
が
所
属

し
て
い
る
た
め
、
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
そ
れ
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
方
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
地
域

に
強
い
絆
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
で
の
つ
な
が
り
は
一
生
の
つ
な
が
り
と
な
り
、

退
団
後
も
同
じ
地
域
の
仲
間
と
し
て
交
流
は
続
い
て
い
き

ま
す
。

消
防
団
員
と
し
て
の
活
動
を
通
じ
、
防
災
知
識
が
向
上

す
る
こ
と
も
、消
防
団
に
入
っ
た
か
ら
こ
そ
の
利
点
で
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助
の
意
識
が
強
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
切
な
家
族
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

八
百
津
町
消
防
団
で
は
、
男
女
を
問
わ
ず
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

同
じ
地
域
に
住
む
同
世
代
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
自
分

の
家
族
、
自
分
の
住
む
町
を
守
り
ま
せ
ん
か
？

少
し
で
も
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
近
く
の
消
防
団
員
か

役
場
防
災
安
全
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
あ
な
た
も
明
日
の
消
防
団
員
に
！
》

現
役
団
員
の
声

お
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
　
防
災
安
全
室
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